景氣觀測に關する限界 by 室 政太郎
景
気
観
測
に
関
す
る
限
界
室
政
太
夏B
序
近
時
我
同
に
も
景
気
観
測
所
の
績
出
す
る
る
り
て
、
之
の
未
曾
有
の
恐
慌
裡
に
於
て
之
が
研
究
の
盛
ん
な
る
は
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
古
き
恐
杭
論
は
さ
て
む
き
『
恐
慌
を
金
一
韓
と
し
て
の
景
気
循
環
姐
程
に
組
入
れ
‘
且
つ
恐
慌
を
以
て
経
済
生
活
の
波
航
費
動
に
於
て
（
謎
1
U
不
断
に
反
復
さ
る
る
所
の
様
相
の
一
と
し
て
把
拐
す
ぺ
く
一
大
努
力
を
捕
っ
た
の
は
』
悌
人
ク
レ
マ
ン
・
ヂ
ユ
グ
ラ
1
氏
で
b
っ
た
。
之
の
個
人
的
研
究
を
皮
切
に
、
更
に
進
ん
で
勿
論
幾
多
の
個
人
的
研
究
は
あ
っ
た
が
一
九
一
七
年
パ
I
ス
三
バ
ロ
ッ
ク
雨
氏
を
指
導
者
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
曲
学
経
消
調
主
委
員
命
日
（
普
通
に
ハ
ー
バ
ー
ド
研
賞
所
）
が
設
立
さ
れ
た
。
斯
る
近
代
的
設
備
を
誇
る
、
科
由
宇
的
の
研
究
所
の
特
徴
は
「
其
鹿
に
存
在
す
る
如
き
概
め
て
雑
多
な
努
力
を
一
酷
と
し
て
見
る
事
が
許
さ
れ
る
た
ら
ぽ
、
｜
｜
経
済
生
活
は
、
大
関
一
の
機
構
と
し
て
走
大
た
る
機
械
と
し
て
観
察
し
、
そ
の
運
行
を
教
事
的
計
算
的
方
法
の
助
け
に
よ
り
、
結
局
一
の
車
］
公
式
に
纏
め
得
る
様
に
記
述
し
‘
又
致
め
確
定
し
得
る
も
の
と
見
る
黙
で
あ
る
。
従
っ
て
斯
る
率
一
公
式
、
一
般
的
指
数
又
は
単
一
パ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
探
究
は
特
に
ア
メ
リ
カ
的
研
究
の
特
買
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
人
々
は
撹
飢
の
要
素
を
除
却
し
消
去
す
る
事
に
よ
り
、
斯
景
気
観
測
に
問
ナ
る
限
界
／ 
ーと
景
気
観
測
に
関
す
る
限
界
（
詮
2
U
る
公
式
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
る
る
」
弐
で
一
九
二
O
ロ
シ
ヤ
に
景
策
費
動
研
究
所
の
設
立
さ
る
る
あ
り
、
更
に
超
え
て
二
五
年
ド
イ
八．
ツ
景
試
研
究
所
の
設
立
あ
り
て
斯
界
は
長
足
の
進
歩
を
な
し
途
げ
る
に
至
っ
た
。
之
の
ロ
シ
ャ
、
ア
メ
リ
カ
雨
研
究
所
。
特
徴
主
事
げ
れ
ば
『
ド
イ
ツ
景
託
研
究
所
も
、
共
の
研
究
の
最
も
重
要
な
る
手
観
上
の
基
礎
の
一
と
し
て
教
事
的
方
法
の
利
用
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
ド
イ
ツ
に
於
て
は
他
の
園
々
の
研
究
方
針
と
は
本
質
的
に
異
な
る
研
究
方
針
が
設
展
し
た
。
即
ち
若
し
ア
メ
リ
カ
の
景
気
器
動
研
究
の
態
度
を
技
師
的
態
庭
と
一
足
ふ
事
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
又
目
シ
ヤ
の
研
究
を
天
文
皐
的
性
質
と
稿
し
て
大
過
な
し
と
す
れ
ば
‘
ド
イ
ツ
景
気
研
究
所
は
、
い
は
ば
監
事
的
原
理
い
な
よ
り
よ
く
は
有
機
的
生
物
事
的
原
理
に
よ
る
翻
療
を
代
表
す
る
も
の
と
一
五
へ
る
。
と
の
原
理
に
於
て
は
固
民
経
慣
は
一
D
有
機
関
、
そ
の
生
命
の
護
露
は
決
し
て
一
一
鮪
よ
り
は
併
し
得
な
い
所
の
有
機
瞳
と
し
へ
註
む
）
て
現
れ
る
一
五
々
』
印
ち
其
の
原
理
は
二
つ
の
仮
設
を
合
む
。
印
ち
一
．
経
関
白
凡
ゆ
る
部
分
は
緊
密
な
る
崎
教
的
結
合
を
な
し
J
そ
れ
ら
は
国
有
の
法
則
に
従
ふ
所
。
完
き
憧
系
を
形
遣
る
。
二
・
外
部
よ
り
の
働
き
か
け
は
1
1そ
れ
が
非
経
済
的
領
域
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
、
他
の
経
済
樫
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
ら
門
誌
4
）
う
と
｜
｜
観
察
さ
れ
た
る
経
済
的
有
機
躍
に
同
有
の
合
法
的
運
動
を
惹
起
せ
し
め
る
所
の
刺
激
と
し
て
働
く
。
以
上
記
述
す
る
所
に
よ
り
て
吾
人
は
世
界
景
気
観
測
研
究
の
諸
方
法
に
付
き
知
る
を
得
た
が
、
吏
に
パ
l
ス
ン
氏
は
一
九
一
一
二
年
に
ア
ナ
ロ
タ
カ
ル
、
メ
ソ
ッ
ド
を
提
唱
し
た
。
之
は
即
ち
「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
と
一
五
ふ
事
の
癒
用
で
あ
る
。
即
ち
現
在
に
於
け
る
祇
態
に
近
き
類
型
を
過
去
に
求
め
て
景
気
の
諜
報
伝
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
採
用
に
よ
り
て
景
試
の
回
復
を
以
て
一
九
一
一
一
一
年
の
二
月
叉
は
三
月
よ
り
初
ま
る
事
を
諌
言
し
、
之
が
失
般
に
鶴
し
た
事
は
吾
人
の
知
る
所
に
し
て
、
現
在
の
如
き
鑓
轄
極
ま
り
な
さ
複
雑
な
る
非
常
時
経
済
の
秋
に
際
し
て
斯
る
歴
史
的
類
推
法
の
遁
中
性
に
期
待
を
か
け
難
き
事
は
注
意
を
要
す
る
事
で
あ
る
。
斯
く
し
て
米
固
に
て
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
串
の
信
用
が
失
墜
し
た
と
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
彼
の
ホ
プ
ソ
ン
氏
に
よ
る
一
九
二
九
の
パ
ユ
ツ
ク
議
言
の
遁
中
は
見
事
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
．
之
は
彼
の
第
六
感
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
今
や
景
気
橡
報
は
反
省
D
時
代
に
入
っ
て
居
り
更
に
有
効
な
る
因
子
の
鷲
見
が
叫
ば
れ
て
ゐ
る
。
ハA
）
誌
の
「
ー
よ
り
4
迄
ほ
ワ
1
グ
y
原
着
、
小
島
昌
太
郎
監
修
鐸
の
景
気
湊
勤
論
中
よ
H
の
抜
粋
な
り
」
（
B
U
A
混
血
鳳
諜
報
の
限
界
に
闘
し
て
は
「
経
済
往
来
」
九
月
競
．
中
山
伊
知
郎
氏
の
論
文
あ
り
。
本
論
か
の
オ
I
ギ
ユ
ス
ト
・
コ
ン
ト
氏
が
宜
誼
主
義
を
提
唱
し
て
．
現
象
は
一
般
的
法
則
の
探
究
に
専
念
す
る
賓
誼
的
階
段
で
あ
る
と
な
し
・
人
間
は
事
賓
と
共
の
相
互
の
関
係
の
み
を
研
究
す
る
も
の
と
し
た
の
で
る
る
が
、
賓
際
に
斯
の
如
き
科
皐
の
水
準
に
到
達
し
て
ゐ
る
の
は
敷
島
T
、
星
島
一
、
物
理
事
、
化
昼
、
生
物
皐
等
の
所
謂
．
自
然
現
象
た
る
類
型
的
現
象
に
し
て
統
計
的
方
法
に
よ
る
集
国
現
象
枇
舎
的
現
象
の
研
究
に
は
尚
ほ
限
界
の
有
す
る
事
は
明
白
な
る
事
買
で
あ
る
。
今
之
底
に
試
み
に
ハ
ー
バ
ー
ド
の
ポ
ロ
メ
ー
タ
ー
醐
閥
系
を
皐
ぐ
る
に
、
先
づ
景
気
を
反
映
衰
微
す
る
と
目
さ
る
る
所
の
項
目
を
皐
げ
之
の
統
計
数
列
の
比
較
研
究
を
行
ひ
、
之
よ
り
景
気
循
嘩
を
撹
乱
す
る
所
の
費
動
ハ
株
債
の
四
季
に
よ
る
騰
貴
及
び
長
期
の
鑓
勤
を
除
去
し
て
循
環
運
動
〉
を
一
示
す
敢
列
に
闘
し
‘
其
の
運
動
の
時
間
的
前
後
の
類
似
す
る
も
の
を
集
め
て
各
々
三
つ
の
指
数
を
作
成
す
る
。
景
気
観
測
に
闘
す
る
版
界
九
町
民
集
湖
測
に
閑
附
す
る
M
棋
界
IW 
ち1
．
二
十
銭
誼
舎
祉
の
株
償
2
、
十
二
工
業
曾
枇
の
株
慎
3
、
十
銭
道
曾
枇
の
吐
債
利
廻
4
、
建
築
許
可
さ
れ
た
る
建
築
物
の
債
格
合
計
w
b
、
旦
ユ
1
ヨ
l
ク
手
形
交
換
所
の
交
換
高
6
、
取
引
所
に
於
け
る
賓
買
の
詮
銭
高
7
、
銑
識
の
生
産
高
8
・
地
方
手
形
交
換
所
交
換
高
9
．
轍
入
金
額
10 
ュ
ー
・
エ
ス
α
ス
チ
ー
ル
舎
杜
の
注
文
受
高
以
上
の
数
列
よ
り
投
機
、
商
業
‘
金
融
の
三
曲
線
（
各
数
列
は
正
確
な
る
波
般
の
循
環
を
一
示
す
事
及
び
数
列
の
波
般
運
動
は
時
間
の
ご
O
口
、
破
産
者
の
債
務
合
計
時
、
ブ
ラ
ッ
ド
ス
ト
リ
ー
ト
の
物
侵
指
数
日
、
第
働
局
物
債
指
数
日
月
、
母
道
舎
一
位
牧
益
15 
一
ユ
l
・ヨ
l
ク
銀
行
の
準
備
金
松
山
、
主
要
工
業
曾
吐
の
配
首
金
17 、
一二
I
ヨ
l
タ
諸
銀
行
の
借
入
金
額
18 、
一二
1
ヨ
l
r諸
銀
行
の
預
金
額
円
、
四
ヶ
月
六
ヶ
月
商
業
手
形
の
割
引
率
却
‘
六
十
日
丸
十
目
、
商
業
手
形
の
割
引
率
前
後
な
る
鮎
を
除
き
て
悉
く
同
型
に
属
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
）
を
作
成
し
‘
之
の
三
曲
線
の
運
動
の
時
間
的
前
後
関
係
を
確
立
す
る
事
に
よ
っ
て
．
即
ち
投
機
と
金
融
と
の
運
動
を
観
察
し
、
之
に
よ
り
商
業
の
運
動
ハ
印
ち
景
鏑
鵡
）
の
諜
報
を
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
部
ち
之
の
コ
了
問
機
聞
の
所
謂
相
関
係
数
ハ
之
が
算
出
方
法
は
複
雑
多
岐
な
り
〉
を
求
む
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
各
人
の
知
り
得
る
所
の
も
の
は
相
聞
閥
係
で
あ
っ
て
図
累
必
然
の
法
則
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
述
の
如
き
長
期
の
趨
勢
的
理
一
勤
、
季
節
的
建
動
、
及
び
不
規
則
的
饗
動
の
除
去
に
よ
り
始
め
て
一
定
の
循
環
運
動
を
示
す
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
之
の
性
質
、
之
の
測
定
方
法
の
困
難
な
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
ハ
之
の
賭
に
闘
し
で
は
中
山
氏
、
論
文
参
照
）
然
ら
ば
滴
逸
の
研
究
方
怯
は
如
何
。
可
I
F
マ
ン
氏
署
小
島
昌
太
郎
語
前
掲
書
に
よ
れ
ば
「
只
包
括
的
夜
営
諸
国
民
経
済
の
現
賓
型
に
安
営
せ
る
諸
系
列
組
合
せ
の
組
織
に
よ
っ
て
の
み
最
密
に
劃
さ
れ
た
限
界
内
に
於
℃
確
賓
な
る
景
策
費
動
の
診
断
が
可
能
と
な
る
。
か
aa
る
組
織
を
構
成
歩
る
に
営
っ
て
経
済
運
動
は
相
互
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
相
互
に
雨
敢
闘
係
に
立
つ
志
の
で
あ
る
と
一
試
ふ
考
に
私
は
立
脚
す
る
」
一
再
々
。
之
島
に
中
山
氏
の
論
文
乞
借
用
し
て
ワ
1
ゲ
マ
ジ
式
を
評
す
る
な
ら
ば
「
前
崎
そ
れ
は
根
本
に
於
て
ハ
ア
パ
ア
ド
と
同
巴
〈
樫
史
的
類
推
の
原
理
に
立
つ
凡
ゆ
る
景
策
研
究
所
の
観
測
構
浩
を
通
じ
て
一
五
び
得
る
所
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
更
に
ハ
ア
パ
ア
ド
の
方
法
に
新
に
緊
張
の
原
則
佐
加
へ
る
事
に
よ
っ
て
景
気
指
敢
に
新
な
る
型
を
生
み
出
し
た
ド
イ
ツ
研
究
所
の
方
法
に
つ
い
て
も
叉
安
常
す
る
。
卸
ち
ド
イ
ツ
研
究
所
も
大
瞳
に
於
て
ハ
ア
パ
ア
ド
の
三
曲
線
陀
一
不
さ
れ
た
原
則
即
ち
時
間
的
確
起
の
原
則
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
外
に
更
に
之
の
緊
張
の
原
則
が
加
へ
ら
れ
る
。
之
は
問
題
と
た
れ
る
観
察
事
賓
が
均
衡
的
状
態
を
離
れ
る
程
度
に
闘
す
る
原
理
で
あ
っ
て
、
其
は
共
に
波
駅
の
循
環
建
動
を
注
ず
こ
の
数
列
が
一
定
の
時
貼
に
於
て
運
動
白
方
向
を
異
に
す
る
場
合
に
た
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
景
気
の
段
階
は
之
の
原
則
に
基
い
て
、
的
緊
張
ハ
不
景
策
〉
問
、
泊
極
的
緊
張
の
解
消
ハ
回
復
期
の
四
に
直
則
さ
れ
る
故
に
之
の
原
則
が
景
気
観
測
の
上
に
有
す
る
意
義
は
極
つ
積
極
的
緊
張
（
好
景
集
υ
一
一
、
積
極
的
緊
張
の
解
消
（
清
算
期
又
は
恐
慌
）
三
、
消
極
景
気
観
測
に
関
す
る
限
界
景
気
淑
測
に
隠
す
る
限
界
め
て
大
で
あ
る
と
云
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
之
の
原
則
が
賓
際
に
景
気
観
測
に
彼
立
つ
た
め
に
は
斯
る
緊
張
闘
係
の
成
立
並
び
に
解
消
が
必
歩
一
定
の
一
法
則
に
従
っ
て
行
は
れ
る
事
を
前
提
す
る
必
要
が
あ
り
、
之
の
詩
め
に
は
廷
に
湖
っ
て
各
数
列
に
於
け
る
完
全
な
る
波
駅
結
環
の
存
在
並
び
に
波
紋
運
動
の
振
幅
に
闘
す
る
一
定
僚
件
の
存
在
〈
例
へ
ば
比
較
さ
れ
る
ご
つ
の
曲
線
に
つ
い
て
、
A
曲
線
の
振
幅
は
必
令
y
B
曲
線
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
一
る
と
云
ふ
が
如
き
〉
を
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
市
し
て
、
之
等
の
仮
説
が
容
易
に
承
認
し
難
き
事
は
以
上
ハ
ア
バ
ア
ツ
ド
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
所
と
異
ら
な
い
の
で
あ
る
」
結
論
へ
念
が
う
。
之
を
要
す
る
に
今
日
。
般
態
に
て
は
五
口
人
未
だ
景
気
強
報
（
闘
内
的
に
も
間
際
的
に
も
）
に
つ
い
て
は
齢
り
期
待
し
得
な
い
の
で
あ
一
る
。
